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経
営
者
の
た
め
の
人
財
育
成
通
信

※
人
材
を
財
産
と
捉
え
る
意
図
に
よ
り“
人
財”

と
表
記
し
て
い
ま
す
。

　V
U
C
A
時
代
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、企
業
を
取
り

巻
く
環
境
は
か
つ
て
な
く
複
雑
化
し
て
い
ま
す
。

　変
化
の
激
し
い
現
場
で
は
、こ
れ
ま
で
の「
経
験
や
勘
」

だ
け
で
は
立
ち
行
か
ず
、管
理
職
に
は「
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
」

が
よ
り
強
く
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

「
管
理
」だ
け
で
は
、も
う
動
か
な
い

　し
か
し
現
場
で
は
、「
部
下
が
受
け
身
で
、指
示
待
ち
が

多
い
」「
チ
ー
ム
に
一
体
感
が
な
い
」と
い
っ
た
声
も
多
く
聞
か

れ
ま
す
。

　そ
の
背
景
に
は
、管
理
職
自
身
が
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の

関
わ
り
方
に
迷
い
を
抱
え
て
い
る
現
状
が
あ
る
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。特
に
、若
手
と
の
接
し
方
や
注
意
の
伝
え
方

に
戸
惑
う
声
も
目
立
ち
ま
す
。

今
、現
場
で
起
こ
っ
て
い
る
こ
と

　リ
ー
ダ
ー
は
、単
に
業
務
を
管
理
す
る
存
在
で
は
な
く
、

メ
ン
バ
ー
の
強
み
や
意
志
を
活
か
し
て
チ
ー
ム
を
前
に
進
め

る
推
進
役
で
す
。

　理
念
や
目
的
を
共
有
し
、信
頼
関
係
を
築
く
対
話
、本

求
め
ら
れ
る
の
は「
関
わ
る
力
」

　リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
は「
統
率
」か
ら
、「
部
下
と
共
に
考
え
、

育
て
、動
く『
共
創
型
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
』」へ
と
、進
化
し

て
い
ま
す
。

　多
様
な
価
値
観
や
さ
ま
ざ
ま
な
働
き
方
を
す
る
チ
ー
ム

メ
ン
バ
ー
を
ま
と
め
上
げ
る
に
は
、柔
軟
な
関
係
づ
く
り
と

対
話
力
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　京
都
商
工
会
議
所
で
は
、変
化
の
時
代
に
対
応
す
る
実

践
的
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
じ
、管
理
職
に
必
要
な「
関
わ
る
力
」

を
育
む
機
会
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　「
管
理
職
が
変
わ
る
と
、職
場
が
動
く
！
」―
―
貴
社
で

も『
次
の
一
手
』を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

次
の
一
手
を
考
え
る
と
き

京都商工会議所では、管理職としてチームをまとめ上げ、

メンバーと共に成果を出すことを目的に、

「管理職のためのリーダーシップ養成講座」（9月25日）を開催します。
ぜひご受講ください。

公開
セミナー

株式会社ウィズネス　
代表取締役・教育コンサルタント

本田 妃世 氏

講師

人
の
可
能
性
を
引
き
出
す
コ
ー
チ
ン
グ
の
姿
勢
が
求
め
ら

れ
ま
す
。面
談
で
は
評
価
だ
け
で
な
く
、相
手
の
言
葉
に

耳
を
傾
け
る
傾
聴
力
が
必
要
で
す
。叱
る
場
面
で
は
、ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
と
誤
解
さ
れ
な
い
よ
う
配
慮
し
つ
つ
、言
う
べ
き

こ
と
は
し
っ
か
り
伝
え
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　ま
た
、誰
も
が
安
心
し
て
発
言
で
き
る「
心
理
的
安
全

性
」の
あ
る
職
場
づ
く
り
こ
そ
が
、現
代
の
リ
ー
ダ
ー
に

不
可
欠
な
要
素
で
す
。心
理
的
安
全
性
が
保
た
れ
て
い
れ

ば
、ミ
ス
や
意
見
も
共
有
さ
れ
や
す
く
な
り
、組
織
の
力

は
一
層
高
ま
り
ま
す
。

詳細はこちら

文／株式会社ウィズネス 代表取締役・教育コンサルタント 本田妃世 氏

26

第
26
回

京
都
検
定

※「
京
都
・
観
光
文
化
検
定
試
験
®
」、「
京
都
検
定
®
」お
よ
び

そ
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
は
、京
都
商
工
会
議
所
の
商
標
で
す
。

無
断
で
使
用
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

※京都検定では「公開テーマ」に関する問題が各級10問出題されます。

昭
和
期
の
京
都
は
、伝
統
文
化
の

継
承
と
都
市
と
し
て
の
近
代
化
が

同
時
進
行
し
た
時
代
で
、昭
和
初
期

に
は
都
市
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
や
文
化

施
設
の
拡
充
が
進
み
ま
す
。昭
和
初

期
に
武
田
五
一
の
監
修
を
受
け
、今
年

国
登
録
有
形
文
化
財
と
し
て
登
録
さ

れ
た
京
都
市
役
所
本
庁
舎
は
昭
和
２

年（
1
9
2
7
）に
完
成
。ま
た
、平
安

神
宮
大
鳥
居
は
、昭
和
3
年
に
完
成
し
、

京
都
の
新
た
な

シ
ン
ボ
ル
と
し
て

親
し
ま
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

戦
時
中
は
多

く
の
伝
統
行
事

や
祭
礼
が
一
時

中
断
を
余
儀
な
く

さ
れ
ま
し
た
が
、

祇
園
祭
は
昭
和
22

年（
1
9
4
7
）に

長
刀
鉾
が
戦
後

初
め
て
巡
行
し
、昭
和
31
年（
1
9
5
6
）

に
は
前
祭
の
巡
行
ル
ー
ト
を
変
更
、

御
池
通
に
有
料
観
覧
席
が
設
置
さ
れ

る
等
、観
光
行
事
と
し
て
の
側
面
も

強
ま
り
ま
す
。葵
祭
で
は
同
じ
昭
和

31
年
に
斎
王
代
を
中
心
と
し
た
女
人

列
が
復
興
、時
代
祭
で
も
昭
和
28
年

（
1
9
5
3
）に
華
や
か
な
女
人
行
列
が
、

昭
和
41
年（
1
9
6
6
）に
維
新
志
士
列

が
そ
れ
ぞ
れ
加
わ
り
、伝
統
と
歴
史
の

再
現
が
図
ら
れ
ま
し
た
。

都
市
空
間
の
変
化
も
著
し
く
、昭
和

2
年
に
中
央
卸
売
市
場
が
日
本
で
は
じ

め
て
開
設
さ
れ
た
こ
と
で
、流
通
面
に

も
大
き
な
変
革
が
あ
り
ま
し
た
。昭
和

8
年（
1
9
3
3
）か
ら
昭
和
16
年

（
1
9
4
1
）に
か
け
て
行
わ
れ
た
巨

椋
池
の
干
拓
は
、京
都
府
最
大
の
淡

水
湖
を
農
地
へ
と
変
貌
さ
せ
た
こ
と

で
都
市
近
郊
農
業
の
発
展
を
促
し

ま
し
た
。

　
昭
和
後
期
に
は
、文
化
財
保
護
の

意
識
も
高
ま
り
ま
す
。例
え
ば
昭
和

初
期
に
建
て
替
え
ら
れ
た
小
学
校
の

校
舎
は
名
建
築
が
多
か
っ
た
こ
と
も

あ
り
、ホ
テ
ル
や
市
民
が
利
用
で
き
る

文
化
施
設
と
し
て
再
生
さ
れ
、こ
れ

ら
の
建
築
物
は
、現
代
の
リ
ノ
ベ
ー

シ
ョン
に
よ
る
文
化
財
活
用
事
例
と
し

て
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、戦
時

中
の
被
害
が
少
な
か
っ
た
京
都
の
街

中
に
は
、至
る
所
に
、「
昭
和
レ
ト
ロ
」

な
近
代
建
築
や
、商
店
街
、喫
茶
店
、

町
家
が
残
っ
て
お
り
、「
京
都
モ
ダ
ン
建

築
祭
」で
特
別
公
開
が
行
わ
れ
る
等

希
少
性
の
高
い
歴
史
的
建
造
物
と
し

て
脚
光
を
浴
び
て
い
ま
す
。

こ
う
し
て
、昭
和
期
の
京
都
は
、伝

統
と
近
代
を
融
合
さ
せ
、戦
災
に
よ
る

中
断
と
再
興
を
経
て
、歴
史
と
伝
統
、観

光
で
注
目
さ
れ
て
い
る
現
代
の
京
都
の

礎
を
築
い
た
時
代
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

※京都検定では「公開テーマ」に関する問題が各※京都検定では「公開テーマ」に関する問題が各※京都検定では「公開テーマ」に関する問題が各※京都検定では「公開テーマ」に関する問題が各※京都検定では「公開テーマ」に関する問題が各※京都検定では「公開テーマ」に関する問題が各

京都検定

▲京都検定の
　詳細はこちら

　または

山
村
純
也

株
式
会
社
ら
く
た
び

代
表
取
締
役

【
3
級
】
京
都
の
松
・
竹
・
梅

        

京
都
の
博
物
館
・

　
　
　美
術
館

【
1
級
】
昭
和
期
の
京
都

昭和2年（1927）完成の元立誠小学校
現在はホテルや商業施設等の複合施設に

第
27
回
京
都
検
定
の

申
し
込
み
を

よ
り

開
始
し
ま
す
！

京
都
検
定
講
演
会
講
師
に
よ
る「
よ
も
や
ま
話
」。京
都
検
定
を
通
じ
て
、京
都
の
魅
力
を
再
発
見
し
ま
し
ょ
う
。

8
月

18
日（
月
）

【
2
級
】

※
団
体
割
引
に
つ
い
て
は
、1
団
体
で
10
名
以
上
の
受
験
者
を

　と
り
ま
と
め
て
お
申
し
込
み
い
た
だ
く
こ
と
が
条
件
。

試
験
日

2
0
2
5
年
12
月
14
日（
日
）

【
3
級
】10
時
〜

【
2
級・
1
級
】13
時
30
分
〜

試
験
会
場

京
都
市
内・
東
京
都
内
の
施
設

試
験
級
・
受
験
料

【
3
級
】3
8
5
0
円
（
団
体:

3
0
8
0
円
）

【
2
級
】4
9
5
0
円
（
団
体:

3
9
6
0
円
）

【
1
級
】7
7
0
0
円
（
団
体:

6
1
6
0
円
）

申
込
期
間

【
個
人
】8
月
18
日（
月
）〜
10
月
30
日（
木
）

【
団
体
】8
月
18
日（
月
）〜
10
月
16
日（
木
）

継
承
と
変
革
に
挑
ん
だ
昭
和
期
の
京
都

第
27
回
京
都
検
定
1
級
公
開
テ
ー
マ「
昭
和
期
の
京
都
」
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